
有機農業による地域の力と市民の力による持続可能な共生の時代へ 

 
２０１２・１１・２１ 

福島県有機農業ネットワーク理事長 菅野正寿 
 
 
１、 すすまない除染、損害賠償で地域が分断、ふくしまに心を寄せた復興へ 

 
 ○福島県内に 10 万人、県外に 6 万人が避難する平時ではない異常な事態 
   (東京、神奈川、千葉、埼玉に 17,400 人) 災害関連死が 1,000 人以上 
 ○低線量被ばく、内部被ばくなど科学的検証がない不安 
 
 ○すすまない住宅除染 (除染計画 81,092 戸 発注４３％ 完了６％) 
   (ゼネコン丸投げ) 
 ○手つかずの森林除染(福島県の７０％が山林) 
 
 ○不十分な損害賠償、遅れる損害賠償、地域を分断する損害賠償 
   (精神的損害賠償、財物賠償、営業賠償、風評被害、自主的避難) 
 
 ○耕作放棄地の拡大・制限指示が農家の心の制限に 

(作付制限・自粛の水田が 1 万ヘクタール、果樹栽培の減少 226 ヘクタール) 
 
２、 復興の歩みが進んだのは耕して米、野菜をつくった農地と農産物 
「土の力と農人の耕す力で『福島の奇跡』が検証された」(茨城大学中島名誉

教授) 
 ○玄米の全袋検査で９９・６％が 25 ㏃/㎏以下(1１月中現在) 
 
 ○野菜はほとんどが不検出(検出限界値 10 ㏃/㎏) 
  (二本松市は 12 月から学校給食に検出限界値未満の二本松市産米と野菜・

果樹の使用を決定) 
 
 ○コープふくしまの調査による食事の測定結果は検出世帯はゼロ(6 月~8 月) 
 
 ○ただし、梅、栗、柿、ゆずなど(永年作物の樹木系)は今年もセシウムが移行

している。山菜、きのこ(野生きのこ、原木しいたけ)は出荷制限。 



 
３、 農家、住民と大学研究者の共同の実態調査で見えない放射能の見える化 

 
 ○放射性物質(セシウム)を土中に埋葬し、粘土質と腐植の複合体に微生物資材

を活かした有機農業による営農の力が検証されてきた。 
 
 ○地形も気候も土壌も知っている農民と共に農民のための実態調査と研究を。 
 
４、 食べ物の自給とエネルギーの地域自給による地場産業と雇用をつくる地

域づくり 
 ○原発事故は都市と農村、過疎と過密がつくりだした人災 
 
 ○地方に押し付けてきた、ゴミ、基地、水俣病、そして原発 
 
 ○加工品の地域循環と地域分散型再生可能エネルギーにより働く場をつくる 
    (ふくしま・ゆうきの里モデル構想) 
 
５、 再生産可能な農林漁業こそが持続可能な社会をつくる 

 
 ○東日本大震災で発揮されたＮＰＯ，ＮＧＯ市民団体の支援の力 
  (国、県の指示待ちでは進まない復興) 
 ○都市住民も耕す、汗をかく。農民と共に市民が里山を耕す共生の時代 
 
６、 経済成長から脱却し、いのちを育む「人間復興の経済」と有機農業の力 

 
 ○有機農業を安全安心に矮小化しない 

(原発事故により崩れた提携のありかた) 
 

 ○美しい里山も、豊かな生き物も、国土の保全も農家は環境の生産者 
 
 ○子どもからお年寄り、障がい者も共に汗して働く場が農業・農村 
   
 ○地域の旬を食べる日本型食生活が生命力をつくる 
 
 ○簡素で心豊かに共に支え合い自立する生き方へ 
  (地場産業、医療、教育、福祉、生きがいにつながるネットワークづくり) 



有機農業による地域の力と市民の力 
 －持続可能な共生の時代へー 
＜原発50キロからの報告＞ 

ふくしま有機ネット 代表 菅野正寿 



道の駅ふくしま東和  事業高2億円 24人の雇用 







新規就農者 30人 



図１．ゆうきの里東和のモニタリング 

詳細な調査が必要、同じ地域でも地形・栽培条件等で線量が異なる 













じいちゃんと孫の食事が別々  (学校給食の自粛) 



住宅除染 
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写真２．二本松小浜で予備検査で暫定基
準値を超えた玄米が検出された水田 

上の田の周りに 
山の水を集める水路 
冷害を防ぐために 
暖かい水を流すため 
 
里山の水田は天水田 
１年中かけ流し 
 
田植え前 ３０００ベクレル 
稲刈り後 ３０００ベクレル 
 
上と下の水田の 
玄米ははるかに低い 
 
稲の栄養成長（上根） 
→生殖成長 
登熟期に水を通して吸収？ 

①          ②      ③ 

水路の周りの森林の枝打ち、落ち葉除去など管理も必要 





農の営みを継続することで 
放射能に勝つことができる 

１）耕作努力により田畑の放射性セシウムはかなり低下 

できる。 

２）土壌に混和された放射性セシウムはかなり強く土壌 

に保持される。 

３）作物への移行は当初懸念されていたよりもかなり低く 

なった。 

４）不耕起の場合は雑草・土壌表層に放射性セシウムは 

蓄積・里山森林では腐植層に９割以上蓄積、今後、森林 

調査を通して水からの流入に要注意。 

５）今年の落葉の大丈夫？使える場所はある。 

 

 

 

除染という言葉はやめよう、今までの農業継続で放射能は低減できる 



布沢水田土壌 



布沢土壌表面(1cm)空間線量( /h) 
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水尻 

中央 

水口 



布沢土壌線量(Bq/Kg乾土・１５cm） 
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セシウム134 

セシウム137 



放射性セシウム（134＋137）Bq/Kg 
④の変化 

       水口     中央     水尻  
（空間線量）１．５５     １．１０    １．１０（μSv/h） 

 

土壌     ６６００     ４１００     ２８００  

 

イナワラ    ２１６      １１５      １４６ 

 

籾殻      １５１       ３０       ８８ 

 

玄米       ５６       ND       ND       

この水田はぼかし肥料を使用 



資料：NHK 「クローズアップ現代」 



資料：NHK 「クローズアップ現代」 



資料：NHK 「クローズアップ現代」 





























Marie-Monique Robinさん（「モンサントの世界戦略」 
製作者）と共に原発事故の教訓を世界に発信 

 

農業・有機農業・自然と原発は共存しないことを映画で発信 

右側：菅野さん 

 

 

２０１２年 

国連持続可能 

な開発会議 

NPOとして発言 

写真提供： 
野中昌法 





 
 

有機農業が創る、持続可能な新しい時代へ 

  
 1. 地域資源循環型農業と農法・その再生の大切さ 

2. 農家の自給・地域自給による地域の再生 

3. 共に持続可能な社会をつくる共農・提携関係づくり 

4. 地場産業を育て、雇用をつくる地域づくり(地域住
民による復興) 

5. いのちを育むネットワークづくり(地域コミュニティー
の再生) 

 
 

 



 

ご清聴ありがとうございました 
 


